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【令和 7 年度 各小学校区における取り組み推進状況一覧】 

各小学校区において、地域のニーズを踏まえた課題解決の取り組みが進んでいます。令和 7 年度は

第３期箕面市地域福祉活動計画の計画期間 4 年目であり、市内で様々な地域活動が展開され、活動の

広がりが見られています。 

各小学校区の令和 7 年度の取り組み状況を下記の表にあるカテゴリーに分けてまとめました。 

   「実施」  … 令和 7 年度に新たに立ち上がった取り組み  

「継続」  … 令和 6 年度以前から継続して取り組んでいる校区の重点的な取り組み 

「発展」  … 令和６年度以前からの取り組みで、令和７年度に発展した取り組み 

「検討中」 … 実現に向けて検討中や準備段階の取り組み 

「難航」  … 検討するも、実現には課題があり行き詰まっている取り組み 

「中断」  … 検討を取りやめた取り組み 

 

 

  ＜目次＞ 

校区 状況 取り組み内容 ページ 

彩都の丘学園 実施 

◆地域福祉を進める組織「地区福祉会」設立 

◆放課後の居場所「彩 TAS」 

◆子どもを中心にした話し合いの場 

◆地区福祉会の取り組み 

 ・シニア世代の交流「彩都の丘 敬老のつどい」開催 

 ・地域活動のことを知ってもらう工夫 

 ・地域福祉活動の拠点整備 

◆世代を超えた住民同士のつながりづくり～地域運動会の開催～ 

3 

豊川北小 実施 
◆移動手段に関するアンケートの実施 

◆校区内４か所で「小地域ささえあい会議」を開催 
5 

東小 

発展 ◆移動コミュニティカフェ「お茶の間つどいの会」の拡大 

7 
実施 

◆校区内３か所でオレンジ（認知症）カフェを開催 

◆福祉課題を知る場を持つ 

◆「小地域ささえあい会議」を開催 

◆街の事業所と行政や地域活動団体の連携 

豊川南小 実施 

◆地域交流会パート１：テーマ「高齢者」 

◆ご近所同士のつながりづくり「小野原東５～６丁目」 

◆地域交流会パート２：「子どもの知的障害」 

◆夏休みの子どもの居場所 

9 

萱野東小 

実施 

◆ご近所のつながりづくり「船場東エリア」 

◆ご近所のつながりづくり「西宿エリア」 

◆校区の北側でも「子ども食堂」を開催 11 

継続 ◆広がる、ボランティア活動への関心の輪 
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校区 状況 取り組み内容 ページ 

萱野北小 

発展 ◆認知症への理解促進に向けた取り組み 

13 実施 ◆如意谷３～５丁目エリア「小地域ささえあい会議」を開催 

検討中 ◆如意谷住宅でのコミュニティカフェ開催に向けて 

萱野小 実施 

◆誰もが気軽に立ち寄れる居場所が校区内４か所に 

◆障害への理解を広げる 

◆「小地域ささえあい会議」を２エリアで開催 

15 

北小 

継続 ◆箕面２丁目ハザードエリアの高齢者避難を考える 

17 
発展 ◆多世代がつながる場～コミュニティカフェ～ 

検討中 ◆認知症の理解を広げる 

実施 ◆子どもたちの居場所～北小放課後活動プログラム～ 

中小 

発展 ◆地域の見守り名簿「中小たすけあい名簿」のさらなる活用 

19 実施 
◆地域団体との連携による共催イベント「わくわく防災イベント」 

◆稲４～６丁目、船場西２～３丁目「小地域ささえあい会議」開催 

検討中 ◆校区南部の住民のつながりづくり 

箕面小 実施 

◆多世代がつながる農園活動 

◆箕面神経サナトリウムと地域の交流～手作り作品がかけ橋に～ 

◆障害者グループホームと地域との交流 

21 

西小 

発展 ◆子どもたちの居場所「こどもサロン未来」がますます発展 

23 
実施 

◆新しく居場所が２つできました 

◆「小地域ささえあい会議」を２エリアで開催 

南小 

発展 ◆【居場所①】一番通りみなみカフェは、多世代交流の場に… 

25 
実施 

◆【居場所②】女性の居場所「ほっとひといき」 

◆【居場所③】放課後の子どもの居場所「みんなのいえ」 

◆校区北西部に地域交流の拠点「咲くらのかけはし」誕生 

◆認知症の理解を広げるために 

◆学校に行きづらい子どもを持つ保護者同士のつながり 

◆中学生と地域づくりを考える～福祉学習の取り組み～ 

西南小 
実施 

◆身近な地域課題を共有・解決していくために 

◆マンション集会所を活用 

◆学校に行きづらい子どもを持つ保護者同士のつながり 

◆小・中学生が地域で活躍～ボランティア体験「お助け隊」～ 

◆中学生と地域づくりを考える～福祉学習の取り組み～ 

27 

検討中 ◆自治会同士の連携 

とどろみの森 

学園 

実施 

◆「おかん食堂」開店 

◆止々呂美エリアでの高齢者のニーズとは？ 

◆多世代交流「哲学カフェ」 

◆様々なセミナーを開催 

29 

検討中 ◆子どもの居場所づくり 
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  彩都は 2007（平成 19）年にグランドオープン。人口は約 7,000人で 15歳未満 32％、15～64歳 

 64％、65歳以上 4％と子どもや現役世代が中心。令和 6年度のささえあい推進会議では、新しい取り 

組みとして地区福祉会設立や地域運動会開催に向けた準備の状況が共有される一方、 

地域活動への賛同者を増やす難しさが引き続き課題としてあがっていた。 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

令和 6年 7月に設立準備会を立ち上げ、2か月ごとの会合で具体的な内容を検討してきた。 

そして、令和 7年 4月 19日、設立総会により「彩都の丘学園地区福祉会」が設立。地域コミュニ 

ティをつくる各種団体と有志ボランティアで構成され、これまで豊川北小地区福祉会の支援を受けな

がら実施してきた活動を引き継ぎながら、子育て世代が多い彩都の丘の特徴をふまえ、子どもの居場

所づくりも検討していくことが共有された。 

 

●すでに実施しているものを継続（集いの場・居場所） 

・コミュニティカフェ「彩カフェ」 

（場所：コミュニティセンター、エルグレース） 

・彩健康体操サークル 

・彩の会（アウトドア活動、盆踊り会、懇親会等） 

●新しく実施する活動 

・彩都の丘敬老のつどい開催（右記） 

・広報活動（福祉会だより、LINE公式アカウント（右記）、ブログ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■ 彩都の丘学園校区 ■■■ 

 

青少年を守る会理事会は、彩都 

の丘校区で唯一、自治会・管理組合・ 

学校・PTAなどすべての地域団体が一堂に会する

会議体。今年度からは、各団体からの情報共有に

加えて、「地域×子ども」をテーマにしたグルー

プディスカッションを導入。 

第 1 回は“見守り”、第 2 回は“防災”を題

材に日頃の活動を越えて想いを語り合う時間が

生まれている。 

  

子どもを中心にした 

話し合いの場 

顔を合わせ、問いを持

ち、対話を重ねること 

―-それ自体が、子ども

たちの安心につながると

信じています。 

（青少年を守る会 荒木会長より） 

 

中小、豊川北小、東小に続く 

アフタースクールが、北小と共に 

昨年度プレ開催を経て、令和 7年度本開へ。 

プレ開催として、昨年度末に彩都の丘小児

童を対象に『アロマの力を知ろう』プログラ

ムを実施。以降、正式に立ち上がり、季節を

感じるプログラム、布や毛糸を使った創作活

動、折り紙や身近にある素材を使った工作教

室等を実施。また、校内ボランティアグルー

プ（りんごの木）や、地域ボランティア

（Stamp Club、Kassaa、箕面東高校教諭なら

びに生徒）、そして他校区で人気の箕面市空手

道協会が実施に協力している。 

  

放課後の居場所 

「彩ＴＡＳ」 
さいたす 

 

地域福祉を進める組織「地区福祉会」設立 

昨年のささえあい推進会議の声から、月末

のカフェでは麻雀体験を実施。新たな参加

者が増え交流が広がっている。 
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令和 6年度に実行委員会を立ち上げ準備を進めてきた彩都の丘 

地域運動会の第１回大会が 6月 8日に開催され、彩都の丘学園グ 

ラウンドにはボランティアを含め約 1,000名が参加。就学前の小 

さな子どもからシニアまでが一堂に会する場となった。当日は、 

自治会やマンション管理組合ごとに観覧エリアを分け、これを機 

に顔見知りになってもらう工夫がされた。 

 

これまで豊川北小地区に参加していた地区敬老事業だが、福祉会設立に伴い、 

彩都の丘学園地区として初めての「敬老のつどい」を 10月 25日に開催。 

企画にあたっては「行ってみたいと思える催しはどんなものか」と自由な発想で様々に話し

合い「式典などの形式的なスタイルでなく自由に楽しめるもの」「参加した人がおしゃべりして

交流できる時間をつくりたい」などの意見をもとに、参加型のプログラムとしてお抹茶のコー

ナーやミニスポーツ体験、シニアの皆さんの作品展示、健康相談コーナーを設けた新しいスタ

イルの「敬老のつどい」とした。 

世代を超えた住民同士のつながりづくり～地域運動会の開催～ 

 

毎年のささえあい推進会議 

では地域活動への協力者を増やす 

ことが課題として挙がっていた。昨年度の

推進会議で、街の情報が詰まった「彩都の

丘アプリ」のアイデアが出され、今年度、

アプリではなく公式 LINE アカウント 

の運営を福祉会とコミュニティ 

センター管理運営委員会が中心 

となり情報発信を行った。 

地域活動のことを 

知ってもらう工夫 
 

福祉会設立に伴い、他の校区 

ではすでに整備されている地域福祉 

活動拠点を市に要望。事務所機能だけでなく

住民が交流できる居場所づくりとして活用で

きる場所を希望し、まずは彩都の丘学園内の

スペースが整備された。Scab（Saitonooka 

Community activity base）と名付け、順次、

地域活動団体や自治会などが使用できるよう

な場としていく方向。 

地域福祉活動の 

拠点整備 

えすきゃぶ 

シニア世代の交流「彩都の丘 敬老のつどい」開催 

地区福祉会の取り組み 
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 豊川北小校区は人口約 9,200人、65歳以上が 29.1％。校区内には急な坂が多く、買い物や通院の

ための移動に困難を感じる高齢者が増えている。令和６年度のささえあい推進会議では、「子ども」

「高齢者」をテーマに意見交換を行ったが、その中で「校区内は何をするにしても移動手段に課題が

ある」という意見が多くあがった。 
 

 

 

   令和４年度から、住民同士の生活支援、移送支援サービスの必要性について 

話し合いを継続してきた。令和６年度には間谷住宅「MJちょっとサービス」（＊１） 

の利用者（４名）へのヒアリングを実施し、移送や生活の困りごとの聞き取りやこの地域の 

移送手段の比較・検討を行ったが、AIオンデマンド交通「のるーと箕面」の実証運行が始まったた

め、検討は一時見合わせ、利用状況の推移を注視していた。 
 

 ●令和７年度は移動手段に関するアンケートを実施 

  推移を注視する中で、実際にどれだけ移動手段に関して困りごとを抱えた方がおられるのか、把

握するため、地区福祉会主催で移動手段に関するアンケートを実施。９月末に開催される敬老会の

案内状と共に配布した。 
   

実施時期 8月下旬から 9月末まで 

対象者数 1,806名（校区内 75歳以上の高齢者）回収数 346枚（回収率 19％） 

配布・回収方法 敬老会案内状配布に合わせ、民生委員・児童委員、地区福祉会が配布・回収 

 

   

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■ 豊川北小校区 ■■■ 

「日常生活の移動手段で困ることはあるか」という設問に対して、全体で

41％が「はい」と回答。東山住宅、間谷住宅エリアでは「はい」の割合が

45％と 4 ポイント上がり、校区内でも地域差があることが分かった。また、

具体的な困りごととして、バスの本数の少なさや歩くことの体力的な負担

などがあげられているが、この回答でも校区内で地域差が見られた。 

全体を通して、高齢者が地域で活動を行 

う際は、徒歩で参加できることの重要性が 

見えてきた。今後、地区福祉会ではアンケ 

ート結果を地域活動に生かし、箕面市にも 

情報共有を行う方向で検討を進めている 

＜アンケート結果（一部抜粋）＞ 

普段の主な移動手段は、徒歩と公共 

交通機関（阪急バス・ゆずるバス）が

多く、次に自家用車が多かった。「免許

返納後にはバスや『のるーと箕面』の

利用を検討する」という声もいくつか

あがっていた。 

移動手段に関するアンケートの実施 
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豊川北小校区では以前から、校区内の全 

自治会が地区福祉会に幹事や代議員として 

参加しており、情報共有が積極的に行われ 

ていた。 

令和 7年度はさらに情報共有や意見交換 

を進めるため、地区福祉会を中心に民生委 

員・児童委員、高齢者くらしサポートと相 

談しながら校区を 4つのエリア（右図）に 

分け、「小地域ささえあい会議」を開催し 

た。（令和 7年 7月～11月） 
 

【参加】自治会、地区福祉会、民生委員・児童委員、地区福祉会、街かどデイハウス（＊２）、 

東部高齢者くらしサポート、生活相談窓口、ささえあいステーション 

 

① 奥・中村（粟生間谷西２、５～６丁目）エリア  

（7月 29日開催＠奥自治会館 10名参加） 

自治会の行事だった「とんど」を地域全体に参加を広げ、新たにつながりが生

まれたというエピソードや、過去に自治会長として社協の相談窓口を知ったこと

で、気になる人に窓口を紹介し、相談や支援につながった事例について情報共有 

があった。 

 
② 粟生間谷西４丁目（粟生第二住宅周辺）エリア 

（10月 11日開催＠粟生第二住宅集会所 13名参加） 

自治会のイベント情報や運営の悩みなどの情報交換、第二 

住宅内で開設されている街かどデイハウス「ひまわり粟生」を 

紹介。一声訪問事業（＊３）に関する話題から、高齢化が進む 

第二住宅の高齢者の見守りについて話し合った。 

 
③ 粟生間谷東（川合）・彩都粟生南エリア 

（11月 13日＠川合自治会館 8名参加） 

阪大跡地利用計画やコストコ出店計画に伴う工事車両の通行、交 

通渋滞、道路計画について情報交換が行われ、「登下校の時間帯の交 

通量が心配」という声があがった。終了後、参加者で川合自治会館 

を見学した。 
 

④ 山之口・東山住宅（粟生間谷西７、粟生間谷東１、５丁目）エリア 

（11月 29日＠豊川北小学校１Fわくわくルーム 11名参加） 

自治会での寄付金の集め方、役員の担い手、自治会館の利用など運営面を中心に情報交換を行った。 

特に山之口自治会館の利用について、調理室が広いため、地区福祉会や老人クラブの食事を中心とし 

た地域活動でも活用されている。 

 

 

＊１.MJ ちょっとサービス … 間谷住宅エリアの住民を対象に家事支援、移送支援を行う間谷住宅エリア住民有志の有償ボランティアグループ。 

＊２.街かどデイハウス … 概ね 65 歳以上の介護未認定のかたを対象に、昼食や介護予防の体操、趣味や創作活動を提供する場。 

＊３.一声訪問事業 … 地区福祉会が推薦したボランティアが月 1 回ほど利用希望者を訪問、もしくは電話し、安否確認を兼ねた見守り活動。 

校区内４か所で「小地域ささえあい会議」を開催 
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移動コミュニティカフェ「お茶の間つどいの会」の拡大 

 

 
   

東小校区は人口約 10,300 人、65歳以上が 34.8％。高齢化率は箕面市では首位。北に行くにつれて 

坂道が多く、急になる。北部・南東部および南西部には、箕面粟生第 1・第 3・第 4・第 5・第 6・ 

第 7住宅等の大型の集合住宅があり、中心部には戸建て住宅が多く存在している校区。 

 

 
   
 

東小校区内で参加者が行きやすい場所に参加できるよう令和 5年 4月から開始した 

移動コミュニティカフェ。令和７年度はさらに 1か所増やして開催した。 
 

●令和 7年度は「お茶の間じゅらく」が加わり計 4か所に！ 

・ささえあいステーション（聚楽館）に併設する形で月１回  

 開催。 

・「お茶の間じゅらく」のチラシを地区福祉会の敬老会開催案 

 内時に配布したことにより、おしゃべりを楽しみに毎回参加 

 している方がいる。 
 

開催名称 開催日 開催場所 校区内のエリア 

お茶の間ぎゃらりぃ 毎月第２水曜 10:00-12:00 東生涯学習センター 北東部 

お茶の間じゅらく 毎月第３水曜 10:00-12:00 聚楽館（粟生外院自治会館） 北西部 

お茶の間えみぃ 毎月第４木曜 10:00-12:00 東小ふれあいルーム１階 中心部 

お茶の間粟生～よ 
奇数月第４土曜 11:00-14:00 

(１・３月は除く) 
粟生南公園 北東部 

 

 

 

 
 

令和 6年度に東部高齢者くらしサポートと東小地区福祉会で認知症カフェの 

立ち上げ準備を進め、令和 7年 3月にＵＲ箕面粟生団地集会所でのプレ開催を経て、 

本格開催へ。 
 

●月ごとに校区内３か所を巡回開催 

認知症の方やその家族、認知症に関心のあるかた、福祉専門職などが気軽に集 

まり、お茶を飲みながら交流する場。認知症理解を深める講話があり、専門職へ 

の相談もできる。５～24名ほどの参加があり、中には続けて参加する方も。 
 
毎月第４火曜日 14時～15時 30分 参加費 100円 

 

開催月 開催場所 エリア 

３・６・９・１２月 粟生団地の UR集会所 北東部 

４・７・１０・１月 東小コミセンみどりの家 南西部 

５・８・１１・２月 東コーポラス集会所 南東部 

■■■ 東小校区 ■■■ 

校区内３か所でオレンジ（認知症）カフェを開催 
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令和６年度ささえあい推進会議の中で、保護司からは犯罪の低年齢化、また、 

国際交流協会からは箕面市の外国人住民の現状や課題について共有があり、令和 

７年度は東小校区で取り組めることを考えるきっかけとして、地域活動団体や自治 

会が集まる地区福祉会幹事会で互いに学ぶ場を持った。 
        

●箕面市の犯罪傾向について（令和７年８月） 

箕面地区保護司会から、箕面市内の犯罪の 7割が箕面市東部で 

発生し、犯罪に至る背景に不安定な家庭環境と孤立があると学ぶ。 

犯罪を未然に防ぐために地域で何が出来るか考え、身近な相談先と 

して民生委員・児童委員の活動を紹介する時間を持った。 
 

●箕面市の外国人の現状について（令和７年９月） 

・国際交流協会（MAFGA）職員と東小校区在住の外国（イラン）に 

ルーツのある住民に、箕面市に住む外国人市民の現状とゴミ出しの難しさ、 

近所付き合いなど生活の中で感じたことを聴く。 

・後日、実際に外国人市民とコミュニティカフェに参加して交流の機会を持った。 

 

 

 
 

  地区福祉会幹事会に参加していない校区北西部エリア（粟生外院２～５丁目、 

粟生新家５丁目）の自治会を中心に声をかけ、近所での顔見知りの関係づくりや地域 

での困りごとなどについての話し合う場「小地域ささえあい会議」を開催した。 
 

＜参加＞３自治会、地区福祉会、民生委員・児童委員、東部高齢者く 

らしサポート、生活相談窓口 

「自治会運営に関するプロジェクトを立ち上げて役員の負担軽減を 

図り、実際に自治会業務を減らした」といった自治会の報告や防災に 

ついての話題があがった。 

 

 
 

 

 

 

地域貢献の一つとして、東小学校の子どもの見守り活動「東小パトロール隊粟生」 

に参加していたトヨタモビリティ新大阪小野原店。令和６年度のささえあい推進 

会議でのつながりをきっかけに、新たに２つの活動に参加した。 
   

●東小学校アフスクでのプログラム講師（令和７年９月） 

「未来のクルマを考えよう！」というプログラムを開催。理想の未来 
            のクルマを参加した子どもが描いて発表。 
 

●粟生ぞらまつりに出展（令和７年 10月） 

地区福祉会主催の粟生ぞらまつりで「車に 

おえかき」のコーナーを出展。当日は人が 

途切れず、粟生ぞらまつりを盛り上げた 

福祉課題を知る場を持つ 

街の事業所と行政や地域活動団体の連携 

「小地域ささえあい会議」を開催 
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箕面市の南東に位置し、東は茨木市、南は吹田市に隣接している。現役世代の人口割合が多いが、

年々高齢化率が高まってきている。自治会を結成していないエリアが多く、自治会加入率は市内ワース

ト 1位。外国人市民は、市内 3,200人の内の 3割近くにあたる 950人で全校区 1位。 

令和 6年度のささえあい推進会議では、「高齢化が進んでいる地域で、近隣同士の交流会を開催す

る」、「子どもの居場所や、子育て世代のつながる場を検討する」、「障害がある当事者の声をもとに、地

域に障害の理解を広げ、当事者の悩みを話せる場を考える」、などの意見が出ていた。 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■■■ 豊川南小校区 ■■■ 

【参加者の声（抜粋）】 

・高齢者のちょっとした変化には家族や近隣住民が気づきやすい。 

・日頃からの挨拶や声かけが気づきにつながる。 

・小野原西 1～2丁目辺りでは心身機能が低下してきている高齢者が増加傾向。 

・ご近所同士で身近な課題について話し合う場が必要。 

 

令和 7年 9月、地区福祉会主催で「高齢者」をテーマに地域交流会を開催。地域団体

や福祉専門職からそれぞれの活動で課題に感じていることを情報共有し意見交換した。 

令和 8年度に、小野原西 1～2丁目で「小地域ささえあい会議」を企画していくことになった。 

地域交流会パート１：テーマ「高齢者」 

ご近所同士のつながりづくり「小野原東５～６丁目」 

令和 7年 10月、小野原東 5～6丁目の自治会に呼びかけて「小地域ささえあい会議」

を開催。自治会の参加者 7人が、身近に感じる課題や自治会で取り組んでいる活動に 

ついて意見交換し、地域団体や福祉専門職から地域活動の紹介をした。 

参加者 26名…自治会、地区福祉会、一声訪問員、民生委員・児童委員（主任児童委員）、老人クラ 

ブ、地区防災委員会、有料老人ホーム、高齢者くらしサポート、生活相談窓口 

【参加者の声（抜粋）】 

（課題）・小野原東 5～6丁目では高齢化が進んできている。 

・自治会加入のメリットが分からないので自治会に勧誘しづらい。 

（取り組み）・自治会に加入すると防災情報が早く入手でき、自分や家族 

の身を守ることにつながる。 

       ・近隣のつながりが希薄になってきたことから、誰もが関心の 

ある防災イベントを切り口に近隣のつながりを企画した。 

参加者 30名…地区福祉会、一声訪問員、民生委員・児童委員、老人クラブ、居宅介護支援事業所 

訪問看護ステーション、有料老人ホーム、高齢者くらしサポート、ふれあいホーム 

サービスなど。 
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地域交流会パート２：テーマ「子どもの知的障害」 

夏休みの子どもの居場所 

令和 6年度のささえあい推進会議での意見から、地区福祉会では「障害のある 

お子さんを育てている親御さんの気持ちを聞かせてもらう場をつくれないか」と話し 

合いを重ね、令和 7年 12 月に地域交流会を開催した。 

地域交流会では、当事者から、子育て中に感じた気持ち、日々感じている葛藤、言いたくても

言えない想いを話してもらい、福祉専門職や地域団体で、障害の理解を広げるためにできること

を話し合った。 

 

【参加者の声（抜粋）】 

●地域団体 

・気持ちを話せる場や、保護者同士がつながり合う場が大切だと思った。 

・時間はかかるかもしれないが、障害のことを知ってもらう機会を少しずつ増やしていきたい。 

・自治会の回覧板を渡しに行ったり近所の催し物に参加したりすることで、つながりがつくられていくと思った。 

●当事者 

・障害の理解を広めていくには、当事者が自分の言葉で発信していくことが大切だと感じた。 

・誰もが参加しやすい場所やイベントを地域につくりたい（お絵描き教室、ふれ合い交流会、お散歩デーなど）。 

・地区福祉会主催の子ども食堂に子どもと一緒に参加してみたい。 

参加者 22名…当事者、地区福祉会、民生委員・児童委員、主任児童委員、青少年指導員、主任

相談支援専門員、放課後等デイサービス、児童発達支援事業所、幼稚園など。 

地区福祉会主催の子ども食堂「あいあい子ども食堂」 

令和 7年 7月 20日～8月 24日の期間の 33日間、 

箕面市国際交流協会が多文化交流センターの 2階を 

夏休みの子どもの居場所として開放。 

小学生から大学生延べ 437人が、涼しい部屋で 

勉強をしたりボードゲームで遊んだり、自由な時間 

を過ごした。 

 また、延べ 131人のボランティアが協力し、 

子どもたちを見守りながら、大人と子どもが交流す 

る機会になった。 

（参加した当事者） 

子ども食堂のスタッフとして子どもと一緒にボランティア活動を

始めました。参加者を席へ案内したり、スタッフから受け取った食事

を運んだり、「あいあい子ども食堂」のみなさんと楽しく地域活動し

ています。 
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萱野東小校区は南北に広い校区。人口は市内トップの 14,778人で、65歳以上の高齢化率は 22.9％、

特に昔ながらの 5地区（白島、石丸、外院、西宿、今宮）では高齢化が進んでいる。一方、箕面船場阪

大前駅周辺ではマンション開発が進んでおり、船場東エリアは今後も人口が増え、子育て世帯の増加が

予測されている。 

 

 

 
 

船場東エリアではマンション開発が進み、今後も人口が増えていく。新たな入居者が 

孤立しないように、身近な生活圏域でつながる場づくりを進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

西宿エリアは高齢化が進んできている。近くにみのおキューズモールはあるが、国道より 

南側には集いの場が少ないため、国道南側に近隣住民の顔見知りが増えるための場づくりを 

進めている。 

 

 

 

 

 

  

 

ご近所同士のつながりづくり「西宿エリア」 

  

ご近所同士のつながりづくり「船場東エリア」 

■■■ 萱野東小校区 ■■■ 

●小地域ささえあい会議 

地区福祉会と社会福祉協議会の共催で小地域ささえあい会議を 

開催し、自治会、マンション管理組合、地域団体、福祉専門職が集ま 

り、身近に感じる課題について意見交換した。 

【意見抜粋】 

・声をかけ合える関係をつくっておくことが大切だと分かった。 

・マンション内に住民同士の交流の場があれば素敵だと思った。 

●阪大カフェ（コミュニティカフェ） 

4月から、毎月第 4、5火曜の１３：00～１６：00に、大阪大学 

箕面キャンパスのスペースの一角で開催。世間話をしたり趣

味の折り紙をしたり、思い思いの時間を過ごす場所になって

いる。 

●ささえあいステーション「まちかど福祉相談」 

阪大カフェと同時開設。社協職員が常駐しており、生活上の悩

みを相談できる。活動を紹介したり専門機関へつないだりする。 

●藤和カフェ（コミュニティカフェ） 

10月から、毎月第 1火曜の午後に、藤和箕面ホームズの集会所でお

試し開催中。高齢者くらしサポートの職員も参加して、健康体操をし

たりコーヒーを楽しんだりする場になっている。 

 

●ささえあいステーション「まちかど福祉相談」 

4月から、毎月第 1火曜 13：00～16：00に、西宿南集会所で開設。 
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12月に萱野東小学校の福祉学習（めあて：地域のかたとあいさつし合える関係をつくる）が 

実施され、4年生 129人、地域活動者 11人、学校から呼びかけた保護者 7人が参加した。 

ボランティアの地域活動者から普段の支え合い活動を紹介し、ボランティアセンター職員から 

ボランティア活動の意義を説明した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校区の北側でも「子ども食堂」を開催 

広がる、ボランティア活動への関心の輪 

令和 6年度の萱野東小学校 4年生の福祉

学習の中で、「北側でも子ども食堂を開催して

ほしい」「自分たちもボランティアで手伝う」とい

う意見があり、地区福祉会と民生委員・児童委

員が中心となり準備を進めた。 

 令和 3年度から今宮会館で子ども食堂が始まり、多世代の交流の場になって 

いる。しかし今宮会館は南北に広い校区の南側に位置し、校区の北側からは遠く 

て参加しにくいという声があがっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4年生からは、「校区に多くのボランティアさんがいて、自

分たちが見守ってもらっていることを初めて知った」「お年寄

りや障害のある人が困っていたら助ける」「悩んでいる人の

相談を聞いてあげようと思った」などの感想があった。今回

の福祉学習は、子どもから大人までが校区のボランティアと

交流し、地域活動を知ることで、関心の輪が広がるきっかけ

となった。 

地区福祉会、民生委員・児童委員、青少年を 

守る会、萱野東小ＰＴＡ、かやひがお助け隊 

参加ボランティア 

 

経緯 

きっかけ 

  開催 令和 7年の夏休みの平日に、校区の北側にあるコミュニティセンター「灯ろうの家」で子ども 

食堂を開催。97人（内、子ども 45人）の参加があった。 

今後は子どもが楽しくお手伝いできる場についても話し合っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども食堂、見守りあいさつ活動、昔遊び、 

マジックショー、敬老福祉大会、地域運動会、 

夏祭り、授業サポート、他 

紹介した支え合い活動 

 

 



13 

 

 

 

 

萱野北小校区は人口約 5,500 人で 15歳未満 9.5％、15～64歳 57.0％、65 歳以上が 33.5％となって 

おり、少子高齢化が進んでいる。山麓線より北は集合住宅が多く、南は戸建を中心としたエリア。  

令和 7年度は、前年度に引き続き認知症への取り組みが進んだほか、精神障害への理解を進める取 

り組みの検討、また「小地域ささえあい会議」を校区で初めて開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「認知症カフェ」を開催 

中東部高齢者くらしサポートと、地区福祉会主催の「はつらつ会」（高齢者サロン） 

や URコミュニティとの連携で、住民に認知症への正しい理解を広げるため、認知症カフェ 

（オレンジカフェ）を開催した。開催状況は下記の通り。  

 

 

 

 

令和 8年度は、ルミナス箕面の森三番街集会所で定期開催を目指していく方向。 

■■■ 萱野北小校区 ■■■ 

認知症への理解促進に向けた取り組み 

●健康づくり教室で「認知症サポーター養成講座」を開催 

令和 7年 6月、地区福祉会主催の「健康づくり教室」に

て、認知症サポーター養成講座をコミュニティセンター萱野

北小会館で開催。認知症についての発症メカニズムや認知症

状、原因疾患などの座学と、認知症で道に迷っている方の発

見から本人への声掛けなどの一連の動きを 2人 1組のロール

プレイで行った。 声かけ体験 

・令和 7 年 7 月 ルミナス箕面の森三番街集会所 

        （URコミュニティと連携） 

・令和 7年 10月 如意谷住宅集会所（「はつらつ会」と連携） 

・令和 8 年 3 月 ルミナス箕面の森三番街集会所 

《予定》  （UR コミュニティと連携） 
認知症に ついての座学 

●コミュニティカフェ 「ささえカフェ」で月１回認知機能検査（CADi2）の実施 

中東部高齢者くらしサポートの職員が、毎月第１火曜日に地区福祉会主催の「ささえカフェ」 

に来られ、希望者を対象にタブレットの認知機能検査（CADi2）を行っている。気軽にできる検 

査なので、認知症の理解を広げるために、多くの高齢者が受けられるよう、周知方法を検討中。 

 

 

 

 

萱野北小校区では、令和５年度のささえあい推進会議で「認知症になっても 

暮らしやすい如意谷へ」をテーマに掲げて開催以降、令和６年度、 

令和７年度と認知症への取り組みが進んでいる。 
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※認知症カフェ（オレンジカフェ）とは 

 「認知症」というテーマのもとに誰もが気軽に立ち寄れる場。認知症の人やその家族にとっては安

心できる居場所であり、地域住民や福祉専門職にとっては互いに情報交換し、認知症に対して理解

を深められる場所。認知症に対する不安や偏見を解消し、参加者同士のつながりを作ることも目的

としている。 

 

如意谷３～５丁目エリア「小地域ささえあい会議」を開催 

校区より身近なエリアでの、自治会同士や地域団体、福祉専門職との関係づくり 

のため、山麓線より北側のエリアを対象に「小地域ささえあい会議」を開催。 

各団体の活動紹介や自治会運営について意見交換した。一声訪問員から「見守り対象者 

だけでなく、団地の全住民を月１回訪問している。」と広く見守り活動を行っているとの話が

あった。如意谷住宅やルミナス箕面の森などからは、コミュニティセンター萱野北小会館への

距離が遠く、歩いて参加するには難しいとの意見から、校区北側エリアでの居場所づくりが話

題となった。 

 

【参加者】13人 

  ・自治会役員      

・一声訪問員 

  ・民生委員・児童委員  

・主任児童委員 

  ・老人クラブ      

・中東部高齢者くらしサポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティセンター萱野北小会館にて開催（12 月 5 日） 

如意谷住宅でのコミュニティカフェ開催に向けて 

如意谷住宅集会所 

如意谷住宅は、コミュニティセンター萱野北小会館

で開催している『ささえカフェ』から距離が遠く、「足

の筋力が下がった高齢者には参加することが難しい。」

という自治会長の問題意識から、住宅内の集会所を使

って月 1回、自治会主催でカフェができないか、検討を

進めている。 
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令和 7年 10月開設 

  

令和 7年 10月開設 

  

 

 
 

萱野小校区は人口約 11,000 人。坊島・萱野エリアは戸建てが多く、船場西エリアはマンションが多

い。令和 6年 3月に北大阪急行が延伸し、交通の利便性が大きく向上した。令和７年度は、前年度の

ささえあい推進会議での「多世代交流」と「障害」をテーマとした話し合いから、新たな居場所と障

害の理解に向けた取り組みが進んだ。 

 

 

 
 
令和６年度のささえあい推進会議で出た「いろんな世代がつながる居場所が 

あったらいいな」といった意見をきっかけに、地域住民が気軽に集い交流でき 

る場（コミュニティカフェ）が、「坊島エリア」と「萱野エリア」に新たに誕生。 

これにより、令和４年度から開設している「船場エリア」、「唐池エリア」の２か所と合わせ、 

校区の東西南北各エリアに誰もが集える居場所ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

■■■ 萱野小校区 ■■■ 

誰もが気軽に立ち寄れる居場所が校区内４か所に 

●いきいきサロン「遊坊（あそぼう）」 主催：地区福祉会 

 日時：毎月第２、３月曜 10:00～12:00 場所：坊島自治会館 

●コミュニティカフェ「ひとえだ」  主催：箕面福音教会 

日時：毎月第１、３水曜 13:30～15:30  場所：箕面福音教会 

主に高齢者の外出のきっかけづくりを目的とした憩いの場

として開設。おしゃべりや趣味の絵手紙などを通じた交流な

ど、それぞれが自由に過ごせる場所となっている。 

令和６年度のささえあい推進会議をきっかけに「世

代を問わず集える居場所を作りたい」との思いが福音

教会内で芽生え、教会の一室にカフェを開設。 

近隣住民が「ホッと」できる居場所となっている。    

●コミュニティカフェ「からいけカフェ」 主催：萱野小地区福祉会 

日時：毎週日曜日 13：00～15：00   場所：唐池会館  

●コミュニティカフェ「街角カフェほっこり」 主催：カトリック箕面教会 

日時：第１、３金曜日 13：00～16：00   場所：カトリック箕面教会 

●コミュニティカフェ「くすのきカフェ」 主催：萱野小地区福祉会 

日時：第１、３木曜日 10：00～12：00 場所：コミュニティセンターくすの木の家   
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校区より身近なエリアでの自治会同士や地域団体、福祉専門職との関係づくりのた

め、令和 7年度は校区北側の２つのエリアで開催し、地域団体の活動紹介や自治会の

課題などを話し合った。 

 

 

    

 

 

 
 

令和 6年度のささえあい推進会議において、「地域住民と障害者事業所が連携して 

何か一緒にできないか」との意見があり、令和７年度は関心のあるメンバーで集まり、 

話し合いを深めた。 

 

 

 

 

   

   

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害への理解を広げる 

≪メンバー≫地区福祉会、民生委員・児童委員、コミュニティセンター運営委員、

障害者事業所、主任相談支援専門員、ささあいステーション 

 

 

 
・住民は福祉事業所の役割や事業内容がわからない。お互いを知ることが大事ではないか。 

⇒障害のある方や障害者事業所と住民の顔見知りの関係をつくる。 

⇒障害のある方や、障害者事業所が参加しやすい居場所やイベントがあったらいいが、新たに何か

するのは負担が大きい。 

・イベントは単発の開催で終わってしまう。その先の関係構築が大事ではないか。 

⇒子どもや若者のうちから障害のある方との関わりをつくり、地域で福祉の文化を育てたい。 

・障害者事業所の役割や障害のある方との関わりについて知る。 

⇒11 月：地区福祉会が研修の一環で「いろはもみじ萱野」を見学し、生活介護での機能訓練

（リハビリ）について学んだ。 

⇒12 月：パオみのお（相談支援事業所）が「相談支援事例検討会」を企画して実施。 

実際の支援から、地域住民が障害のある方とどのような関わりができるかを考えた。 

 

 

 

 

「いろはもみじ萱野」が７月に開所 

 

 

 

「小地域ささえあい会議」を２エリアで開催 

≪参加≫自治会、地区福祉会、民生委員・児童委員、一声訪問員、老人クラブ、

介護事業所、中西部高齢者くらしサポート、生活相談窓口                 

●萱野・坊島東エリア 11月 29日（土）参加：14名   

新しい住宅が建ち転入者が増えているが自治会へ加入しないため、近隣とのつ

ながりづくりが課題という声がある一方、子育て世代が多い自治会では、子ども

を通したつながりがあるとの話があった。また、会議での出会いを機に、介護事

業所の職員が高齢者サロンを訪れ、認知症予防の話をする交流が生まれた。 

場所：らいとぴあ 21 

 

 

 

場所：唐池会館 

 

 

 

●坊島西エリア    12月 6日（土）参加：14名   

 

高齢世帯が増え、普段からのつながりが大事であることを共有。民生委員から

は、「足・腰の昨日が低下して、サロンやカフェに参加できなくなってきたかたと

つながり続けるためにはどうしようか悩んでいる」という声があった。 
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●令和８年６月ごろ、西江寺を一時避難所にした避難訓練の実施を予定。 

  

 

    

 

●令和７年度の動き 

  

 

    

 

西江寺聖天閣 

  

 

    

 

一時避難場所  

 

    

 

 

 
 

北小学校は令和７年度で創立 80周年を迎えた歴史ある校区。人口 6,000人で 65歳以上が 32％と高

齢化率が市内２位の校区。阪急箕面駅近くの箕面サンプラザ１号館跡地は、2027年春頃に分譲マンシ

ョンと公共施設、商業施設が入る複合施設が建設される予定。 

令和６年度のささえあい推進会議では、「高齢者」「子ども」のグループに分かれて話し合い、令和 7

年度はそれらの意見やアイデアをもとに活動を進めてきた。また「箕面２丁目ハザードエリア 

の高齢者避難」については、話し合いを継続している。 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  
 
≪今後に向けて≫ 

 

   

 

■■■ 北小校区 ■■■ 

箕面 2丁目ハザードエリアの高齢者避難を考える 

令和５年度ささえあい推進会議で、「箕面２丁目ハザードエリアの高齢者がメイ 

プルホールに避難するには遠い。」という声があがったのをきっかけに、令和６年度は、西江寺に自

治会や地域団体、福祉専門職が集まり『箕面２丁目ハザードエリアの高齢者の避難』についての話し

合いを２回開催した。 

 

 

 

 

 ≪話し合いのポイント≫ 

〇市に確認したこと。 

⇒指定避難所（メイプルホール）以外の避難所は、認めない。 

 市の支援体制（物資、運営）は、適用されない。 

  〇地域の自主的な取り組みとしてできることを検討する。 

・西江寺を自主的な一時避難所として活用することについて。 

  ⇒指定避難所に避難が難しい高齢者が、一時的に集合する場所。 

・土砂災害に備えた警戒レベル別の避難行動について。 

⇒『警戒レベル３』高齢者等避難（箕面市）が発令されたら、 

西江寺へ自主避難を開始。 

     ・情報伝達の仕組みについて。 

    ⇒二次元コードやメールで情報を取得できない高齢者への周知方法は、 

今後の課題であり、レッドゾーンの高齢者には、個別の声掛けを行う。 

また、自治会未加入世帯を含む１、２丁目全体へ呼びかけを行う。 

話し合いを３回開催。土砂災害（大雨・台風）時に、西江寺を住民

の自主的な一時避難所として活用することで意見がまとまり、避難訓

練の実施を目指し協議を重ねた。 

 

 

 

 

 

●「箕面１,２丁目地区防災ネットワーク」を立ち上げる。 

  

 

    

 

※箕面第４自治会、箕面第４防災会、地区福祉会、民生委員・児童委員、敬友会、西江寺、

中西部高齢者くらしサポート、ささえあいステーションが連携。 

    

 

・避難が難しいレッドゾーン区域の高齢者については、福祉専門職（中西部高齢者 

くらしサポート、介護事業所等）と連携し、それぞれの状態に応じた対応を行う。 

  ・平時の見守り体制づくりや、定期的なネットワーク会議の継続。 
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認知症の理解を広げる 

福祉会だよりで名人募集 

 

【プレ開催から本開催へ 

（令和７年１０月）】 

 プレ開催を経て、10 月から北小放課後活動プ

ログラムが正式に立ち上がる。 

「空手教室」「囲碁教室」が開始、３学期には、

新たに「工作教室（地球を作ろう）」を実施予定。 

令和 7年度は、地区福祉会

とよりそい隊事業所「みのパ

ラ」が連携して企画。 

また、認知症の理解を深め

るため地区福祉会では、継続

した学びの場を持ち、ポスタ

ー等で住民に参加を呼びか

けている。 

空手教室（10 月） 

 

空手教室 

 

 

 

 

令和６年度のささえあい推進会議で「コミニュティカフェを、様々な人が気軽に 

集まれる場所にできないか」という意見が出されたことをきっかけに、令和７年度 

には、下記のような世代や立場を超えた新たな出会いや交流が生まれ、地域のつながり 

が広がっている。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

   

   

 

 

多世代がつながる場～コミニュティカフェ～ 

●認知症カフェ「クーネカフェ」 

の立ち上げを検討 

 

 

・箕面保育園の園児が「サンカフェ」（平尾会館）を訪れ、楽器演奏 

や歌を通して参加者との交流を楽しんだ。                      

・「ななつぼしカフェ」（コミニュティセンター北小会館「北斗の

家」）の運転ボランティアによるウクレレ演奏に合わせ、参加者全

員で合唱を行った。 

・生活相談窓口で支援している方や継続的に参加している住民が、カ

フェの旗の出し入れを手伝っている。 

・MCI（軽度認知障害）のある方がトランプを持参し、参加者と一緒

にゲームを楽しんでいる。 

・留学生に折り紙や編み物を教えるなど、多文化交流の機会となって

いる。 

 

子どもたちの居場所 

～北小放課後活動プログラム～ 

 

≪課題≫  

高齢男性の参加が少しずつ増えているが、参加者の輪に入れない 

ことがある。               

 

●認知症の研修会を開催予定 
 

 

阪急箕面駅から徒歩 8分のカフェ「クーネロコ」

で、中西部高齢者くらしサポート、福祉専門職、

福祉事業所、住民ボランティアと協力し、実施に

向けて話し合いを継続中。 
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中小校区は国道 171号線を挟んで南北に長い校区。人口およそ 10,000人で 15歳未満 13.2％、15～64

歳 60.9％、65 歳以上が 25.9％。活動は北部に集中しており、南部は集える場が少ないことから、令和

7年度は中小校区まちづくりプロジェクト（※）を起点とした活動に加え、主に 

 校区南部での取り組みが進んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

                                                                                                                              

 

 

 

 

 

 

■■■ 中小校区 ■■■ 

 

 

地域の見守り名簿「中小たすけあい名簿」のさらなる活用 

    消火訓練 震災体験を語りみんなで共有 

  今年の全市一斉総合防災訓練は土曜日開催。地域の防災力を高めることを目的に、 

まちづくりプロジェクトで内容を検討し、全世代が参加できる体験型の防災イベントを 

実施。地区防災委員を中心に準備を行い、薪を使った豚汁づくり、備蓄品のパンやスープの試食。一

般参加者による消火訓練や間仕切りテントの組立体験、煙体験ハウスなど消防団の協力を得て、実践

的な訓練となった。約 300 名の参加があった。 

 

 

 

 

。 

 

 

まちづくりプロジェクト内で検討を重ね、令和 6年度から、災害時対応や平時の見守り 

などに役立てる「中小たすけあい名簿」を作成している。対象者は、敬老事業対象者である 75歳以上

の方。令和７年度も敬老会の案内時に本人から意向を聞き取って名簿の更新を行い、さらなる活用に

向けて議論を進めた。 

 

【令和 7年度 発展ポイント】 

・名簿をウェブ上の地図に落とし込み、「一人暮らし」などの 

カテゴリー別に色分けしてわかりやすく表示 

・一人では避難できない人を最優先に、全市一斉総合防災訓練 

（1/17）までに地区防災委員会委員が名簿の掲載者を訪問し、 

状態を確認。平時からのつながりを作る一歩となった。 

 

 

 

 

炊き出し訓練 

地域団体との連携による共催イベント「わくわく防災イベント」 

※中小校区まちづくりプロジェクトとは（中小校区まちづくりプロジェクト規約より） 

中小校区を安全で安心して暮らせる豊かで住みやすい地域にする活動を実施および支援することを

目的とするプロジェクトで令和 5年に発足。現在は「中小地区福祉会」「中小校区青少年を守る会」

「中小地区民生委員・児童委員」「コミセン中小会館管理運営委員会」「中小地区防災委員会」の代表

で運営委員を構成。 

 

≪聞き取り内容≫ 

①一人暮らしかどうか 

②避難所まで自力で行けるか 

③避難所へ連れて行ってくれ

る人はいるか 

④「中小たすけあい名簿」に

登録を希望するか 

間仕切りテントの組立 
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令和６年度のささえあい推進会議では、「校区南部エリアで誰もが楽しく集える 

場所があるといい」との意見があり、令和７年度は実施に向けた検討を行った。 

＜経過＞ 

●令和７年 ４月  稲ふれあいセンターにて「ささえあいステーション」開所 

（第１、３木曜日午前） 

●令和７年 ９月 「新たな居場所づくり」をテーマに関係者（＊）で話し合い 

ささえあいステーションの場を活用する案も含めて検討 

（＊）地区福祉会、民生委員・児童委員、明光ワークス職員、 

ゆずの郷職員、高齢者くらしサポート職員 
 

定期的な居場所の開催は、担い手の理由で難しいが、民生委員・児童委員からの「身体が 

悪くなった時や認知症になった時のために備えておきたいとの声をよく聞く」との意見から、 

まずはゆずの郷が主となり学習会を開き、住民がつながるきっかけとなる場を設けることに。 
 

●令和７年１２月 認知症に関する福祉セミナーの開催  場所：稲ふれあいセンター 

  内容 ・脳トレクイズ、認知症についての解説（高齢者くらしサポート職員） 

・腸活講座（ゆずの郷の協力で外部の専門講師） 

・地区福祉会活動の紹介（地区福祉会会長） 

    

 

 

 

      

   稲、船場西を中心に 30人の参加があり、認知症に対する関心の高さが見えた。 

学習の機会の充実を含め、居場所づくりについても今後も継続的に検討していく。 

 

 

 

 

 

中西部高齢者くらし

サポートの職員によ

る脳トレクイズや認

知症について解説 

中小地区福祉会会長

による活動紹介 

校区南部の住民のつながりづくり 

稲４～６丁目、船場西 2～3丁目「小地域ささえあい会議」開催 

校区より身近なエリアでの、自治会同士や地域団体、福祉専門職との関係づくり 

のため、千里川より南側のエリアを対象に「小地域ささえあい会議」を１２月に開催。 

各団体の活動紹介や自治会運営について意見交換した。民生委員から「校区南部は、災害時に避難

所である中小学校まで距離があり、避難することを諦めて 

いる人がいる」との意見から、校区南部の災害時の避難を含めた 

防災について、福祉施設も交えて話し合いを続けることになった。 

 
【参加者】 

 ・自治会長      ・一声訪問員 

 ・民生委員・児童委員 ・ゆずの郷職員 

 ・地区福祉会会長   ・明光ワークス職員 

 ・地区防災委員長   ・中西部高齢者くらしサポート職員 

 

 

会議は障害者福祉施設を身近に感じて

もらうため、明光ワークスで開催 
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箕面小校区は人口約 10,100 人。65歳以上が約 30％で、独居の高齢者も多い校区。西小路、牧落、

百楽荘、桜の４つの地区で成り立っており、校区全体での活動のほか、地区ごとに様々な地域活動が

展開されている。令和 6年度ささえあい推進会議では、「高齢」「子ども」「障害者」の３つのグループ

に分かれて話し合い、「福祉専門職と地域の連携」や、「子どもだけでなく親がほっとできる場所が必

要」、「障害者にとって人の役に立つ活動があれば」などの意見があった。 
 

 

 
 

令和 6年 3月、JA（大阪北部農業協同組合）から社協に「貸農園の一部を地域活動に 

活用してもらえないか」と相談があり、地区福祉会やささえあい推進会議（テーマ：農園活動）で検討。 

令和 6年度の校区別ささえあい推進会議では、有志で活動を始めた経過と活動しての効果や課題を共 

有した。 

○効果 農園活動は、障害者や認知症のある高齢者も参加しやすい活動である 

○課題 中心となって運営する人、団体、資金など… 

 

 

その後、地区福祉会の中で話し合いを重ね、一部 

の人に負担が集中しないよう、地区福祉会の運営委 

員だけなく、活動に賛同する団体や有志で同好会を 

組織することになった。（右図：同好会の構成参照） 

 

 

令和 7年度から地区福祉会の「農園同好会」とし 

て位置づけた活動へ。 

 

同好会には校区内の障害者事業所の職員、利用者もメンバーとして参画し、植え付けや収穫等の農 

作業を通した地域交流を行っている。障害のある方、軽度の認知症状の方、生活相談窓口が支援して 

いるひきこもり状態にある方も参加するようになり、多様な住民が参加し、交流する場となっている。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

■■■ 箕面小校区 ■■■  

多世代がつながる農園活動 

●活動者の声 

当番や役割を決めていないので、自分の都合で参加ができるので、の

んびりした気分で集えることが、同好会のいいところ。また、作物の収

穫の時の皆さんの笑顔や歓声がとても心地いいです。（地区福祉会役員） 

 

○定例会  ：毎月 11日 11時から 

○情報共有：グループ LINEにて連絡 

○同好会の構成： 

大根の収穫、玉ねぎとジャガ 

イモ、サツマイモの植え付け 

から収穫、ニンニクの植え付 

けを実施。 
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西部高齢者くらしサポートと NPO法人プラス 

Weの共催で７月にプレオープン。現在、奇数月 

第 3水曜日午後 3時～4時、開催している。 

自宅のような温かい雰囲気の中、グループホ 

ーム入居者もボランティアで運営を手伝い、日 

頃の介護の相談や 

悩み、ちょっと聞 

きたいことなど互 

いに話し合う交流の

場になっている。 

学校に行きづらい子どもを支える親の居場づくりを

しているグループ「バトン！」が月 1回交流会を 

夜に開催。同じ悩みを持つ人同士が集い、お互いの想い

を話すことができる場、親がほっとできる居場所になっ

ている。 

バトン！ 
インスタグラム 

他市で活動して 

いる方も参加し、 

互いの活動につい 

て情報共有する 

ことも 

 

 

 

＜きっかけ＞ 

箕面神経サナトリウムの作業療法士から、 

「患者さんがリハビリのために作った作品を地域で活用してもらえないか」 

との相談をささえあいステーション職員が受けたことがはじまり。 

＜展開＞ 

ささえあいステーション職員から地区福祉会に相談し、直近で開催される「牧落サロン」で参加者 

に配布することに。サナトリウムの職員から、「一度どんな様子か見るためにサロンに参加してみたい 

…」との申し出があり、サロン当日は患者さんと職員も参加。 

＜当日の様子＞ 

患者の Aさんは、作品の作り方などを地域の方に説明するなど、会話が 

弾む場面もあり、和やかな雰囲気での交流となった。 

また、地域住民の方は作品への応援メッセージの寄せ書きをした。 

 

 

 

 

 

現在、手作り作品は、地区福祉会のサロンのほか、日日好日（にちにちえっか）の子ども食堂でも 

プレゼントされ、応援メッセージが患者さんの作品をつくるモチベーションとなるという循環が継続 

して生まれている。 

 

 

 
校区内で障害者のグループホームを運営している NPO法人プラス Weが、「地域に 

活用してほしい」と事務所 1階に交流スペースとして「＋WeLab（プラスウイラボ）」を 

開放。令和７年度は、認知症カフェや、不登校の子どもを持つ親の居場所として活用されている。 

 
＜オレンジプラス We カフェ＞                  ＜夜バトン！＞ 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

箕面神経サナトリウムと地域の交流  

～ 手作り作品がかけ橋に ～ 

障害者グループホームと地域との交流 

●サナトリウム職員から… 

とても優しく温かい言葉をかけてくださり、A さんも嬉しそうにしていました。作品へのメッセージは病院

内で掲示し私たちの励みになっています。こういった地域交流を通じて、精神疾患への理解を広げていき

たいと思います。 

 

お花のリース 
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子どもたちの居場所「こどもサロン未来」がますます発展 

 

 
 

西小校区は戸建て住宅が中心のエリア。人口は 13,339人で市内 3番目に多く、高齢化率は 27.9％で

独居高齢者、要介護・要支援認定者が 1番多い校区である。だが校区全体で見ると子育て世代も多

く、様々な世代が居住している。令和 6年度のささえあい推進会議では高齢者と子どもをテーマに話

し合い、特に令和 7年度は居場所（子ども、多世代）の取り組みが進んだ。 

  

 

 

地区福祉会が、「家庭や学校以外にも、子どもたちが安心して過ごせる場所があったら 

いい」との思いで、令和 6 年 1月「こどもサロン未来（子ども食堂）」が誕生。その後の 

取り組みがますます発展している。 

 

●桜夢保育園との連携 

   令和 6年度のささえあい推進会議がきっかけで 

「こどもサロン未来」に園長はじめ、保育士が 

調理のお手伝いや、子どもたちの遊び相手とし 

て活動に参加。地域の子どもたちとの交流が始 

まっている。 

参加者の中には桜夢保育園の卒園生もおり、懐かしい再会に話が弾んでいる。 
 

●月 1回から月 2回に（男の子ども食堂開始） 

   毎月第 4土曜日の開催に加え、男性スタッフを中心に第 2土曜日も開催することに。 

西小サタデースクールの終了時間（第 2・第 4土曜日 9：30～11：30）に合わせており、 

毎回 60名ほどの子どもたちで賑わっている。 

＜きっかけ＞ 

  子どもたちからの「第 2 土曜日もやってほしい」との 

声を聞き、月 2回開催に向けた話し合いが始まった。 

＜検討会＞ 

  議論を重ね、「まずは一度やってみよう！」 

「男性が活躍する機会を増やそう！」 

と男性だけで開催することになった。 

お料理上手なスタッフ中心に「カレー」を作ることに。 

＜結果＞ 

  子どもたちから「家のカレーより美味しい！」 

「学校のカレーより美味しい！」と大好評☆ 
 

 ●その他季節ごとにイベントを開催 

   「こどもサロン未来」では季節ごとのイベントも開催している。 

夏は夏祭り、自習室の開放、秋には「冒険の森のせ」へ遠足、 

冬もクリスマス会や、新春お楽しみ会と様々なイベントを 

開催している。 

日時：第 2・第 4土曜日 

12：00～16：00 

場所：西小コミセン（星座ルーム西） 

（西小コミセン星座の家 西隣） 

 

■■■ 西小校区 ■■■ 

 

よっしゃ！ 

美味しいご飯 

作るで～！ 

 
メリー 

クリスマース！ 
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新しく居場所が 2つできました 
 

 
   

令和 6年度のささえあい推進会議で「新たな場所での居場所」の必要性が話題に。 

地区福祉会主催で、新しく 2つのコミュニティカフェが始まった。 
 

●Café にじの丘（令和 7年 11月～） 

「西小校区の西側に居場所があるといいね」と開設場所を検討。コープ箕面が地域の交流の場として

建設した「咲くらのかけはし」で始めることになった。 

 

 

 

 

 
 
 

●きらきらカフェ（令 7年 12月～） 

毎週月曜日、西小コミセン星座の家でささえあいステーション（まちかど福祉相談）を開催してい

るが、職員が一人で待っている時もしばしば。他の校区では、人が集まるようにと「ささえあいステ

ーション併設カフェ」を実施していることもあり、西小校区でも地区福祉会としてカフェをオープン

することになった。今後はこの機会を生かし、新たなつながりが生まれる展開を模索中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身近な地域でのつながりを作るため、令和 7年度は 2つのエリアで開催した。 

自治会をはじめ、地区福祉会、民生委員・児童委員、福祉専門職が集まり、住んでいる 

地域の特徴や課題などを話し合った。 

 

●新稲 5丁目～7丁目、桜ケ丘 1丁目エリア 

コープ箕面が新しく建設した「咲くらのかけはし」で開催。 

この建物を活用し、平日夜の子ども食堂や自習室の開設など 

の案が出された。 

 

●箕面 1丁目、6丁目～8丁目、温泉町、箕面公園エリア 

坂が多く、集える場がないため高齢者の孤立がますます心配になるとの課題を共有。 

また、地区福祉会から「サロンなどの活動場所まで来ることが困難ではないか」「のるーと箕面（箕面市独自 

の乗り合いバス）」をうまく活用できないか、などの意見が出された。 

「小地域ささえあい会議」を 2エリアで開催 

 

 

楽しく 

おしゃべり 

しましょう～！ 

 

オープニング 

イベントで 

フラワーアレンジメント 

をしました！ 

日時：第 4月曜日  

10：00～11：30 

場所：西小コミセン 

「星座の家」小会議室 

 

日時：第 3月曜日  

14：00～16：00 

場所：咲くらのかけはし 

（コープ箕面駐車場西隣） 
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長年、他市で女性の相談支援をしていた経験を基に桜井市場の中で女性限定の居場所 

「ほっとひといき」を開設したボランティア団体 moufu。 

平日は週１日ランチ会を行い、訪れる女性の話を聴いている。 

土日はチャリティーショップを開催したり、必要な人へ 

フードパントリー（食料支援）を実施。社協の生活相談窓口 

とも連携し、必要な人に情報を届けている。 

 

 

【居場所①】一番通りみなみカフェは、多世代交流の場に… 

 

令和６年度のささえあい推進会議後につながったメンバーで、ボランティア団体を 

立ち上げ、放課後の子どもの居場所を開設することに。当初は、桜井市場の中で実施し、 

小学生を中心に子どもたちが集まる場になった。現在は、南小学校近くの桜井聖愛教会（月・水）、

西南生涯学習センター（火・木）にて実施。一緒に活動する仲間を募集中。 

 

 

 

 

 

 
 

南小校区は、人口 9,797人。15歳未満 1,258人（12.8％）、15～64歳 5,464 人（55.8％）、65歳以上

3,075人（31.4％）で、市全体の高齢化率（25.6％）を上回っている。75歳以上については、1,857人

（19％）で約 5人に一人が後期高齢者である。校区の特徴として、国道より南側の地域には集会所が

なく、豊中市との市境は急勾配で車なしでの生活は厳しい。前回のささえあい推進会議では、「高齢」

「子ども」のグループに分かれて話し合い、子どもから高齢者まで多世代に渡って「居場所が必要で

ある」ことを共有した。 

 

 
 

 

●ささえあいステーション併設カフェとして始まった、地区福祉会主催のカフェ● 

【日程】第 3水曜日午前 【場所】北部・西南高齢者くらしサポート内 

一人暮らしの高齢者を始め、ご夫婦で毎回参加される方など常連が増えてきた。 

相談事がある時には、ささえあいステーションの職員が対応している。 

最近では男性（若い世代～シニア世代）も参加し、折り紙やカードゲームをしたり、 

多世代で様々な会話があり、カフェを通してのつながりが生まれている。 
 

●令和 7年度～第 4金曜日午後もカフェを開催することに● 

敬老の集いの案内時（校区内 75歳以上の方全員）に、カフェの情報も周知。 

曜日と時間帯を変えることで、子どもたちの放課後の居場所にもならないか 

等、今後の展開を検討中。 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■ 南小校区 ■■■ 

【居場所②】女性の居場所「ほっとひといき」 

【居場所③】放課後の子どもの居場所「みんなのいえ」 

moufu 

ホームページ 
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任意団体 

“箕面市認知症カフェネットワーク”主催の取り組み 
 

①認知症カフェ「咲くら」（令和 7年 10月～） 

南小校区第 2号となる認知症カフェが「咲くら

のかけはし」でスタート。毎月第３木曜午後に

開催。 

②認知症居酒屋「よりどころ」（令和 7年 7月～） 

ノンアルコールを飲みながら、認知症について

語り合う場。働き世代も参加しやすいよう夜間

に開催。概ね２か月に１回実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

「三中バトン！」は、校外での活動

を開始令和６年度より、第三中学校内にて月１回、

学校に行きづらい子どもを持つ保護者が孤立しな

いよう、保護者同士が語り合える場を、保護者自ら

が立ち上げた。令和７年度からは、校区を問わず保

護者が参加できる場として「夜バトン！」 

を開催。悩みを抱えている保護者に 

情報が届くよう、広報や活動の広げ方 

について検討中。 

 

認知症をおそれない 

～古い認知症観から、新しい認知症観へ～ 
  

校区内の老人クラブ会員を中心に、認知症につ

いて学ぶ講座（認知症サポーター養成講座）を

実施（主催 桜ヶ丘老人いこいの家）。 

今後の備えとして認知症を 

よく知り、早期受診の重要性 

や社会とのつながり、交流が 

大切ということを学ぶ機会に 

なった。 

若者と一から作るコーヒー屋さん 

咲くらのかけはし外観 

 

令和７年度、第三中学校から 

社協ボランティアセンターへ福祉学習の依頼 

があり、ささえあいステーション職員と 

地区福祉会メンバーによる「福祉学習」を提

供。社協の役割、地区福祉会の活動紹介後、

グループに分かれてディスカッション。中学

生が自分の地域を知り、自分たちにできるこ

とは何か福祉会と一緒に考える機会になっ

た。 

 

 

生活協同組合コープこうべ大阪北地区は、コープ箕面店（桜ヶ丘）の敷地内に地域 

交流の拠点「咲くらのかけはし」を設立（令和 7年 8月）。組合員以外の地域住民、団体 

も自由に活用できる場として開放している。現在、住民ボランティアや福祉団体等がコミュニティカ

フェ、ヨーガサロン、軽体操など、交流の場として活用している。 

ささえあいステーション（まちかど福祉相談）も月 1回（第 4水曜午前） 

開設し、桜ヶ丘を中心とした自治会、民生委員・児童委員に広報。咲くらの 

かけはし登録団体は定期的にミーティングを行い、地域の居場所の一つとし 

て、住民同士のつなが 

る拠点になるよう展開 

を模索中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症の理解を広げるために 

校区北西部に地域交流の拠点「咲くらのかけはし」誕生 

  学校に行きづらい子どもを持つ 

保護者同士のつながり 

「一番通りみなみカフェ」出張開催 

中学生と地域づくりを考える 

～福祉学習の取り組み～ 

バトン！ 
インスタグラム 
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令和６年度から開催している【小地域ささえあい会議】。 

令和７年度は校区内を３つのエリアに分け、自治会同士の交流・自治会と地域団体・自治会と福祉

専門職のつながりをつくることを目的に開催。 

参加者が感じている課題、必要な活動について意見交換した。 

 

＜参加＞ 自治会、地区福祉会、民生委員・児童委員、一声訪問員、あかつき園（障害事業所）、 

高齢者くらしサポート、生活相談窓口、ささえあいステーション 

 

●半町１～３丁目エリア（１１月３０日開催・１０名参加） 

西南小校区内の地域活動情報を共有。日商岩井箕面マンション自治会 

では集会所（レンタルルーム）を活用して、マンション住民以外も参加 

できる「あったかひろば」（※右ページ参照）を開催していることや、 

それぞれの自治会の取り組み、課題について話し合った。 

 

●瀬川１～３丁目エリア（１２月１３日開催・９名参加） 

「瀬川会館を活用して子どもや親同士の交流の場、高齢者など同

世代が集まれる場ができないか」等の声が上がった。あかつき園

からは、地域とのつながりを大事に取り組んでいる活動（野菜販

売やイベント交流、小学校との交流事業等）について紹介しても

らい、日常から障害のある人と交流する機会（接触体験）があること

で、障害への理解が進む（＝偏見がない）ことを共有した。 

 

●瀬川４～５丁目・半町４丁目エリア（１２月２０日開催・１０名参加） 

高齢世帯が多いエリアという課題を共有。 

自治会からは、心配な高齢世帯に気づいてもどこまで踏み込んだら 

いいのか悩むという声もあった。高齢者くらしサポートからは、 

高齢世帯に地域情報を届けてくれる友人やご近所の存在が大きいと 

いう話があり、社協のふれあいホームサービスは、ご近所で助け合 

う仕組みであることを、参加者全員で確認した。 

 

 

 

 

身近な地域課題を共有・解決していくために 

 

 
 

西南小校区は、人口 12,644 人。15歳未満 1,613人（12.8％）、15～64歳 7,428人（58.7％）、65歳

以上 3,603人（28.5％）で、65歳以上の一人暮らし高齢者は 1,000人を超えている。校区の特徴とし

ては、校区の中心に西国街道が通り、昔ながらの村（瀬川、半町）がある。国道より南側は急勾配の

エリアがあり、生活するうえでは健脚、もしくは車がないと厳しい。 

前回のささえあい推進会議では、「高齢」「子ども」「障害」のグループに分かれて話し合い、「地域

と障害者施設のつながり」、「高齢者や子ども、保護者の居場所」、「活動者を増やすための工夫」等に

ついて意見があがった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■ 西南小校区 ■■■ 
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「三中バトン！」は、校外での活動を開始 

●令和６年度～第三中学校内にて、学校に行きづらい子どもを持つ保護者が孤立しない 

よう、保護者同士が語り合える場を、保護者自らが立ち上げた。 

●令和７年度～校区を問わず保護者が参加できる場として、NPO法人＋We Labo（※牧落で障害者グループホ

ームを運営している事業所）の事務所スペースにて「夜バトン！」を定期的に開催。 

＜今後に向けて＞                                        

箕面市内には不登校の児童、生徒は一定数いる。家庭で抱え悩んでいる保護者 

も多いと思われるため、広報や活動の広げ方について検討中。 

   

 バトン！ 
インスタグラム 

 

 

令和７年度、第三中学校から 

社協ボランティアセンターへ 

福祉学習の依頼があり、ささえあい 

ステーション職員と地区福祉会メンバーによ

る「福祉学習」を提供。社協の役割、地区福

祉会の活動紹介後、グループに分かれてディ

スカッション。中学生が自分の地域を知り、

自分たちにできることは何か地区福祉会と一

緒に考える機会になった。 

 

 

地区福祉会では、令和７年度～ボラン

ティア体験（「お助け隊」）受け入れ事業を開始。

福祉の心の芽生えや学びのサポートを目的に、地

域活動や社会福祉活動への入門的な場を提供。敬

老の集いでは、第三中学校生徒が来場者のアテン

ドや司会を務めた。地域交流イベント「いきいき 

ふれあい広場」では、想定人 

数以上の小学生、中学生のお 

助け隊希望者が集まり出店手 

伝い等会場を盛上げた。 

 

住民交流の場「あったかひろば」 

（日商岩井箕面ハイツ自治会） 
 

令和６年度の小地域ささえあい会議で、「子ど

もたちが集まったり、高齢者がおしゃべりできる

場について、マンションの集会所を活用するとい

いのでは」との声から生まれた「集いの場」。 

毎月第２木曜午後～開催し、マンション住民だ

けではなく、近隣の住民も参加し、認知症につい

て学んだり、会話を楽しむ場になっている。 

 

 

 

 

 

マンション集会所を活用    

 

みんなで考える防災 

（半町南天荘自治会） 
  

令和７年５月、半町南天荘自治会が近隣の自治

会や地区福祉会、民生委員・児童委員、箕面自由

学園、関心のある人に呼びかけ、防災について考

える会合を開催。各自が行っている家庭での備え

を共有した他、「高齢者の避難が心配」という意

見や、「近所に身体が不自由な人がいることをど

うしたら知れるのか」等の意見が出た。今後の展

開については、近隣の複数 

自治会に呼びかけ、継続 

的に考えていくための 

「場」や「人」の存在 

が必要になっている。 

 

 小・中学生が地域で活躍 
  ～ボランティア体験「お助け隊」～ 

中学生と地域づくりを考える 
～福祉学習の取り組み～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校に行きづらい子どもを持つ保護者同士のつながり 

自治会同士の連携 
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とどろみの森学園校区は令和 7年 3月時点で人口 6,130人。農村地域の止々呂美エリアは人口約 300

人、高齢者世代が中心で高齢化率が約 50％。一方、平成 19年から宅地開発された森町エリアは人口約 5,800

人で校区人口の 95％を占め、子どもや現役世代が中心である。令和６年度のささえあい推進会議では、「子

どもの居場所」や、「母親、父親への支援」、「止々呂美エリアの高齢者のニーズに合った取り組みが必要」

との声があがり、令和７年度はそれらをもとに活動が進んだ。                                                                 

 

 

 

  令和６年度のささえあい推進会議で、「子育て中のお母さんに栄養のあるものを 

食べてもらいたい」「お母さんが元気だと子どもも元気でいられるのでは」「子ども食堂 

もいいけど『おかん食堂』をやってみたい」と声があがり、地区福祉会の子育てサロンの運営メンバ

ーが中心となって、令和 7 年 5月に立ち上げた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

食材は地産地消を意識し、近所の農園や 

止々呂美ふれあい朝市（毎週日曜日販売）で仕入れた 

ものを中心に作っている。子育ての情報や悩みなどを 

共有しながら、子どもたちと一緒に楽しい時間を過ご 

している。 

 
 

 

 
 

  ●森町カフェ（多世代のコミュニティカフェ）で子どもが集えるイベントを開催 

森町カフェでは、子どもの放課後の居場所として様々なイベント 

「ちょっとそろばん」「折り紙教室」「紙飛行機教室」 

などを開催している。 

   また、ささえあい推進会議でも話題になった 

「子ども食堂」の立ち上げに向けての話し合いや、 

箕面市内の他校区で開催している「子ども食堂」 

を見学している。 

子どもたちが集まる仕組みを模索中。 
 

●森町カフェ 

主催：地区福祉会 

日時：第 2・4 水曜日 

   13：30～15：30 

場所：箕面森町ピースガーデン 

    コミュニティハウス 

■■■ とどろみの森学園校区 ■■■ 

「おかん食堂」開店 

子どもの居場所づくり 

●おかん食堂（令和 7年 5月～） 

主催：地区福祉会 

日時：第４火曜日 

場所：スノーピーク箕面自然館 

止々呂美ふれあいルーム 

折り紙教室の様子 
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令和６年度のささえあい推進会議で、止々呂美エリアでの高齢者のニーズとし 

て上がったのが、「定期的に集まる場所があればいい」「健康体操など体を動かす 

機会があるといい」との声だった。 

 

●「いきいき体操カフェ」開始（令和 7年 7月～） 

ささえあいステーション（まちかど福祉相談）併設で「定期的に集まる場」と「体を動かす機会」の

ニーズに沿った、コミュニティカフェ「いきいき体操カフェ」が始まった。月 2 回（第 1、第 3 水曜

日）開催しており、体操の DVD を見ながら体を動かした後、コーヒーなどを飲みながら、楽しくおし

ゃべりをしている。 

 

 

 

 

 

 

 

●上止々呂美の「とどろみカフェ」も開催中 

   上止々呂美でも第３日曜日にコミュニティ 

カフェを開催。参加者が大正琴や三味線、 

民謡などの特技を披露することもある。 

 

 

 

 

    

令和 7年 2月から開催している 

「哲学カフェ」。大阪大学の先生をお招きし、 

テーマに沿って自由におしゃべり。子育て世代から 

高齢世代が参加している。 
 

 

 

 

 

 

 

 
哲学カフェとは・・・飲み物を飲みながら参加者同士が、特定のテーマ 

について語り合い、ともに考える場

様々なセミナーを開催 

止々呂美エリアでの高齢者のニーズとは？ 

多世代交流「哲学カフェ」 

●いきいき体操カフェ 

主催：地区福祉会 

日時：第 1・第 3 水曜日 

   13：30～15：00 

場所：スノーピーク箕面自然館

止々呂美ふれあいルーム 

●哲学カフェ 

主催：地区福祉会 

日時：3 か月に 1 回 

場所：森町自治会館 

共催：なな～る訪問看護ステーション 

   北部・西南高齢者くらしサポート 

 地区福祉会では、毎年様々な課題 

に対して随時セミナーを開催している。 

令和 7 年度は、「鹿セミナー」「ペット相談セミナ

ー」「健康セミナー」など、福祉に限らず、とどろみ

の森学園校区ならではの悩みに関するテーマで

開催している。 

●とどろみカフェ 

主催：地区福祉会 

日時：第 3 日曜日 

   14：00～16：00  

場所：上止々呂美自治会館 

 

  



 


